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要 旨 :平成22年 4月 に実施した臨床研修医オリエンテーションの概要と附属病院で最終日に実施し
たアンケート調査の結果を報告する。手洗い,マ スク装着などの感染対策, 4年次 OSCEの 項目で

ある縫合,一次救命処置 (basic lifc support;BLS)は ほぼ全員が卒前に学習したことがあり,病棟で

も「十分できると思うJと 回答したが,ME機器の操作や胃管の挿入については,卒前で学習した研
修医は少数で,「あまり出来ないと思うJと 回答する率が高かった。卒前学習の内容を把握し,適切

な o∬ thc job ttainingの 計画を立てることが重要と考えた。
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はじめに

平成16年に始まった「新たな臨床研修制度」は 7年 目

を迎えた.オ リエンテーションの実施状況を毎年報告し

てきた16)が ,‐ 平成22年 4月 1日 から4月 9日 に実施し

た研修医オリエンテーションの概要と,最終日に附属病

院で実施したアンケート調査の結果を報告する。

(1)オ リエンテーション参加者と日程

横浜市立大学附属 2病院で採用した臨床研修医92名 の

うち29名 は最初の 1年間を協力病院で研修するため,63

名がオリエンテーションに参加した.附属 2病院で採用

した歯科医師研修医 6名 も同じオリエンテーションに参

加した。平成22年 4月 1,2日 は附属 2病院の研修医・

歯科医師研修医69人が一緒に受講し (表 1), 3日 以降

は 2病院がそれぞれのスケジュールでオリエンテーショ

ンを実施した (表 2).附属病院では4月 6日 に新人看

護師71人 と研修医36人を対象に,多職種連携教育 (intcr

profcssional cducation)と して合同オリエンテーション

を実施した (表 3).
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(2)オ リエンテーションの内容

附属病院で採用した研修医の出身大学は様々で (表

4),卒前教育の内容もさまざまである.オ リエンテー

ションの各項目を卒前に学習したかどうかを質問したと

ころ,医学部 4年時の共用試験 OSCEの 項目となって

いる「 1次救命処置」「縫合・結索」と感染対策の基本

である「手洗いJ「手袋・サージカルマスクの装着」は

全員が学習経験ありと回答したが,その他の項目の学習

経験率は28～ 95%と 項目による差が大きかった。学習経

験が少なかった項目は「アクアサーム (加湿器付き酸素

流量計)の操作」 (経験あり28%),「胃管の挿入」 (経験

あり36%),「輸液ポンプ・シリンジポンプの操作」 (経

験あり37%)で あった.こ のように多彩な背景を持つ研

修医のために,医療安全のために必要な基本的な知識と

技能については,卒前の学習内容であってもオリエン

テーションで再学習してもらっている。

また,平成20年度からチーム医療・多職種連携に重点

を置いており,組織横断的な部門やチームによる講義や

実習を実施している。今年度協力いただいたスタッフは

中央部門として中央検査部,輸血部,病理部,放射線部 ,
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